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■ 点　　鐘 　12時30分

　

■ ロータリーソング 　君が代・我らの生業

　

■ 唱　　和

四つのテスト

　　言行はこれに照らしてから

１．真実か　どうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４．みんなのためになるかどうか

■ ビジター　佐藤憲幸（大分城西）

■ ゲ ス ト

　 森 　　 憲  司 氏
もり けん じ

（（公社）別府青年会議所　第42代理事長）

　 中  根 　　 竜 氏（　　　〃　　　　 専務理事）
なか ね りゅう

　 松  本  久  美  子 氏
まつ もと く み こ

（フリーアナウンサー／ことの葉クロ－バー 代表）

■ 会長の時間 　　　　　会長　竹内　孝夫

　みなさん、こんにちは。会長の時間です。

　本日は別府青年会議所 第42代理事長　森 憲司氏、

別府青年会議所 専務理事　中根 竜氏、フリーアナ

ウンサー／ことの葉クロ－バー代表　松本久美子氏

－平和と紛争予防／紛争解決月間－

■ 出席報告

３名ゲ ス ト40名会員総数本

日

１名ビジター20名出 席 数

62.50％出 席 率12名欠 席 数

79.31％修正出席率72.41％前々回の出席率

1578回100％ 通算

千壽、岩瀬、黒岩、杉本、西、

檀上、持永、坂本

出席規定免除：

西村名 ᧐ 会 員 ：

■　メイクアップ

　事前　瑞木（別府）

　事後（第1807回例会）

　　　　但馬（別府）

■　欠　　席

安部、渡辺、笠木、但馬、山下（唱）、梅津、西、

沼田、後藤、髙橋、中塚

※中村忠孝会員入会



の皆様がゲストにいらっしゃっています。

　また、中村忠孝さんの新会員入会式を行います。

これで別府東ＲＣも40名になりました。

　さて今日は、今進めている改善委員会の進捗状況

の説明をします。私の会長就任時に将来のロータ

リー運営の為、不透明な部分等を一度改善委員会で

取り上げて協議、決定の後、理事会承認をうけて会

員皆様に伝える仕組みになっています。

　御存知のようにロータリーの最高意思決定機関は

理事会となります。今までの改善委員会で取り上げ

た内容を理事会承認をうけ例会で報告をしています

が、欠席をする方や報告を聞いていない方などから

一部意見がありましたが、今後もこの流れを変える

事はありません。各会員は例会での報告はしっかり

聞いておいてください。

　今までの決定事項をもう一度確認します。

　改善委員会⇒理事会承認⇒例会発表案件

　①ロータリー定款変更による別府東ＲＣ細則決定

案件

　　・現状の運営を基本維持する為に細則決定

　②国際奉仕活動、海外ＲＣとの今後の交流方針

　　・韓国ＲＣ（姉妹クラブ）

　　　　　　　　　済州中央ＲＣ、釜山釜星ＲＣ

　　　　　　　（友好クラブ）ニュー釜山港ＲＣ

　　　荒金会員から孫元会員を通じて連携をとりま

したが、継続する意思はないとの事⇒会員数減

少等より

　　・台北昇陽ＲＣ

　　　５月24日で３年の契約が切れます。

　　　２月25日に台湾を訪問し継続の話し合いをする。

　　　当クラブも相手クラブも継続の意思あり

　　　⇒細部調整

　③例会場に対する案件～前年より引き継ぎ案件

　　・継続審議。ただし杉乃井ホテルより４月から

の1,500円ランチ受注のお断り

　　　現状は通常は杉乃井、1,500円ランチはサンバ

リーに変更して対応する

　今後の課題は

　　・会費活用の再検討　・会員研修制度

　様々な課題がありますが今期中にある程度の方向

性をつくりあげます。

■ 幹事報告 　　　　　幹事　一力　秀次

１．第８回定例理事・役員会報告（平成29年２月２日

11：45～於杉乃井ホテル10名出席）

　審議事項

　１号議案）新会員候補者（中村忠孝氏）の推薦者／

アドバイザーの件　＊工藤恵美会員を選任承認

　２号議案）奉仕プロジェクト「聖母マリアガーデン」

施設整備の件

　　１回目：例会後／平成29年２月20日13：00～

　　　＊芝張・ヤマボウシ植栽予定

　　　＊例会は12：30～光の園（道路側建物２Ｆ）

　　　　美術館にて開催

　　２回目：作業のみ／平成29年３月初旬

　　　＊花壇花植え予定

　３号議案）東保房雄会員退会に係るロータリー財

団副委員長選任並びに「姉妹クラブ交流金特別

会計口座」代表者名変更の件

　　＊ロータリー財団副委員長に坂本敦委員を選任

承認

　　＊「姉妹クラブ交流金特別会計口座」大分銀行→

みらい信用金庫に移行。又、代表者名は桝田 浩

次年度奉仕プロジェクト委員長を選任承認

　４号議案）杉乃井ホテルから４月時より「1,500円

ランチ（1,620円）」の受注不可能連絡の件

　　＊４月20日よりポリオランチ（1,500円）は

ホテルサンバリーアネックスへ変更

　５号議案）第１回定例理事会承認の【前年度ニコ

ボックス予算外徴収分を「40周年記念事業積立」

に資金移動】する件

　  ＊「40周年記念事業」「国際奉仕委員会（姉妹

クラブ交流）」へ各50万円の移動を承認

　６号議案）ＲＩ3480地区台北昇陽扶輪社を訪問し

今後の交流について内容確認の件

　　訪問日　2017年２月25日～26日

本日は、ロータリー財団事業「ポリオ撲滅」の為

の使途指定寄付積立てに向けた『1500円ランチ』

（第８回目）を実施します。 会員皆様方のご協力

をお願い致します。

氏　　名　中村　忠孝（なかむら　ただたか）

生年月日　昭和39年１月９日　53歳

事 業 所　㈲九州舞台総合美術 代表取締役社長

職業分類　イベントサポートサービス

　　　　　（Events Support Service）

所属委員会　親睦委員会

推 薦 者　工藤恵美会員

工藤アドバイザーへ委嘱状



　　参加者　会長・幹事・国際奉仕・副会長・副幹事

５名　　　　　　　　＊自費にて訪問

　７号議案）2017－2018年度会長エレクト研修セミ

ナー（PETS）参加者再考の件

　　日　時　2017年２月25日～26日

　　　　　　＜25日PETS＞

　　　　　　　13：00～18：00／交流会19：00～

　　　　　　＜26日PETS＞　９：00～12：00

　　場　所　＜セミナー＞くまもと県民交流館パレ

ア９階「会議室１」

　　　　　　＜懇 親 会＞熊本ホテルキャッスル

　　＊次期会長が参加不可能な為、代理者を沼田守生

（次々期幹事）に選任承認

　確認・報告事項

　例会スケジュールの確認

　２月＜平和と紛争予防／紛争解決月間＞

　２月２日「福ことば・毒ことば・置きことば」

フリーアナウンサー 松本久美子氏

　　　９日「別府青年会議所と私」

　　　　　　（公社）別府青年会議所 第42代理事長

森 憲司氏

　　　16日「新会員歓迎会」

　　　　　　18：30～ホテルサンバリー「まるや」

　　　23日⇒20日「造園作業」

　　　　　　12：30～光の園グループホーム

　３月＜水と衛生月間＞

　３月２日「ゲスト卓話」

えとう動物病院　院長　江藤 毅氏

　　　９日⇒11日「大分第３グループＩＭ」

　　　　　　14：30～亀の井ホテル　17：30～懇親会

　　　16日「第４回クラブ協議会」

　　　23日⇒20日（祝月）「奉仕プロジェクト：開園式」

　　　　　　12：30～光の園グループホーム

　　　30日「港湾周辺の清掃活動」（予定）

　　　　　　担当：安部 勇社会奉仕委員長

　別府市隣７ＲＣ親睦ゴルフコンペ開催

　　（ホスト：別府東）

２．第６回臨時理事・役員会報告

　　（平成29年２月２日持ち回り）

　審議事項

　１号議案）新会員候補者について推薦資料受理

並びに職業分類の新規開設の件

　　　中村忠孝氏　新規開設「イベントサポート

サービス：Events Support Service」

３．本日、12：00～杉乃井ホテルに於いて「新会員

の為のインフォメーション」を開催しました。

　出席者：竹内孝夫、樽谷壽生、梅野 保、長野勝行、

久保田高史、石田啓三、工藤恵美、一力

秀次 各会員

４．「ロータリー財団年次寄付（11月レート10,200円／

12月レート10,600円）」「米山奨学特別寄付（10,000円）

の申し込みをされた方で、ご失念の方が数名おら

れます。クラブ立替にて送金しています。確定申告

用の寄付領収書をお渡ししたいので、至急納入を

お願いします。

５．例会変更のお知らせ

　別府ＲＣ：２月17日の例会は『ボウリング

例会』の為、２月18日15：00～スギノイボウル

に開催日時・場所変更

　別府中央ＲＣ：２月21日の例会は『夜例会』

の為、２月20日18：30～（場所未定）に開催

日時・場所変更

　中津平成ＲＣ：２月23日の例会は『夜間例会』

の為、同日19：00～グランプラザ中津ホテルに

時間変更

　大分東ＲＣ：２月23日の例会は『夜の例会』

の為、同日18：30～丸福に時間・場所変更

　大分南ＲＣ：２月24日の例会は『夜の親睦

例会』の為、同日18：30～（場所未定）に時間・

場所変更

６．次回（２月16日）の例会予定

　「新会員（尾方義顕会員・工藤晴生会員・中村忠孝

会員）歓迎会」

　　※18：30～ホテルサンバリー「まるや」に時間・

場所を変更して開催致します。

　　　多数のご出席をお願い致します。

７．本日の回覧　①新会員歓迎会（２月16日）出・

欠席　②地区補助金社会奉仕プロジェクト「光の園」

造園奉仕作業　出・欠席（２月20日）　③「大分第３

グループＩＭ」出・欠席（３月11日 ＊３月９日

例会を変更）　④地区補助金社会奉仕プロジェクト

「光の園」開園式例会　出・欠席（３月20日）　⑤

ロータリー手帳購入申し込み　⑥杵築ＲＣ週報

８．本日の配布　①週報№ 1808

■ お 祝 い

　会員誕生日　久保田高史会員（２月12日）

　皆　　　勤　山下　唱徳会員（２月４日＝１年）

■ ニコボックス 　　　　委員長　山下布美代

　大分城西ＲＣ 佐藤憲幸氏　今日は２月19日の

職業奉仕のプロジェクト参加への要請にお伺い

しました。よろしくお願いします。１口

　桝田 浩会員　森理事長、中根専務、ようこそ

別府東RCへ。森理事長の素晴らしい卓話を期待

して、西 謙二、瑞木一博、梅津 亮、但馬 建、

桝田 浩、長野勝行、久保田高史 各会員、理事長

経験者として２口ずつ。石田啓三、岩瀬公男、

神田 剛、工藤恵美、中塚茂次、沼田守生、尾方

義顕、山下唱徳、工藤晴生 各会員１口ずつ。

西 貴之君はブロ長なので３口、よろしくお願い

します。

　久保田高史会員　（音響（CD）に不具合）けっ

してわざとではないのですが、確認不足で２口

します。

≪2017－2018年度 地区チーム研修セミナー≫

日　時　平成29年２月11日　13：30～17：30

場　所　熊本市民会館シアーズホーム夢ホール

※荒金信治次年度ガバナー補佐、工藤恵美次年度

地区職業奉仕委員会委員のご参加をよろしく

お願いします。



　皆様こんにちは、本日は別府
東RCの例会に招待頂きまして、
まことに有難う御座います。
　諸先輩方を前に恐縮ではご
ざいますが、指名であります
ので卓話をさせて頂きます。
申し遅れましたが、公益社団
法人　別府青年会議所　第42代
理事長を仰せつかっております

森 憲司と申します、どうぞ宜しくお願い致します。
　まずは私の会社の紹介からさせて頂きます。社名
を株式会社森工機といい、別府市荘園のほうで営業
をさせて頂いております。弊社は建設業の中でも、
管工事業を営んでおり、主に給排水衛生設備工事や
空調換気設備工事、別府市やその他の公共工事を
請け負わせて頂いております。それと株式会社武藤
電機という送風機メーカーの九州地区では唯一の指
定工事店をさせて頂いております。設立は昭和51年
３月で、昨年をもって40周年を無事に迎える事が
できました。これも弊社に携わって頂いている方々
のおかげだと日々感謝しております。私は高校卒業
後に弊社に入社し、先代と共に現場で働かせて頂き
ました。先代は私が28歳の時に67歳の若さで肺がん
で亡くなり、それから１年後の29歳で代表取締役に
就任しました。就任してからは、いろいろな方々から
の心のこもった御指導を頂き、勉強をさせて頂きな
がら経営を続けております。しかし、就任後こんなに
先代の背中が大きく見えたことはありませんでした。
改めて、居なくなって気付く先代の偉大さに気付か
されました。この経験をしっかりと胸に留め、経営
理念である「私たちは私たちに携わるすべての人
（地域社会）を豊かな心にするため、最大限の努力・
鍛錬を惜しまず、私たちの存在意義を果たします。」
のもと、社業の発展に努めて行きたいと思います。
　私がまだ現役で作業していた20代前半には先代
からよく怒られていたことを思い出します。早く
先代に認められようと、当時は指名入札のランクが
Ｂクラスだったのですが、Ａクラスに上げれば先代
から認めてもらえると思い、必死で働きました。Ａ
クラスになるためには、２年平均で１億円以上の売
上高と資格者が必要でした。資格者は足りていまし
たので、売上高を上げるためにどんな仕事でも受入、
また営業も積極的に行ったわけではありませんが、
仕事ぶりを見ていたお客様から次々と仕事を頂くよ
うになり、１日３～４現場を廻り、朝早くから夜中
までの作業を数年間続け、私が25歳の時にようやく
Ａクラスに上がることができました。この時期の労働
が一番きつい経験をさせて頂きました。その時の従業
員数は５名でしたが、現在では売上高も大きく伸ば
し、従業員数も10名となりました。今思うと先代から
認めてもらいたいと必死でがんばったことが、亡く
なる前に先代の夢を叶えることに繋がったと思うと
少しでも親孝行ができたと私なりに思っております。
　それでは別府青年会議所の紹介をさせて頂きます。
青年会議所というのは、明るい豊かな社会の実現に

向け活動する20歳から40歳までの青年の団体です。
事業年度は１月から12月なので、私も来年の12月に
は卒業します。任期も１年ですから、また来年には
新しい理事長の下、新体制が出来上がり新たな年度
がスタートします。青年会議所は、40歳までという
限られた時間と１年という限られた任期の中で活動
を行う団体ですから全力疾走できるところが良いと
ころではないかと思います。
　私が青年会議所に入会したのは2007年の８月でし
た。当時理事長よりJCバッチを頂き、不安と熱い想
いが交錯する中、私のJC人生がスタートしました。
入会した翌月より当時委員長が企画立案した「ベト
ナム　フォンソン村貢献事業」に参加させて頂きま
した。事業説明をさせて頂きますと青年海外協力隊
であるジャイカのみなさんが活動している小さな
フォンソン村の保育園に木製のアスレチック遊具を
製作にいくという事業でした。私は委員会内でアス
レチック遊具製作担当として、みんなに説明するた
めの模型や製作図面、加工図面の製作を行い、現地
では製作班長として活動させて頂きました。その
保育園には外で遊ぶ遊具が何一つない保育園で、
我々が作るアスレチック遊具を子供たちは楽しみに
しているようでした。そして製作に取り掛かりまし
たが、湿度が高く、気温も40℃近い状況での過酷な
作業の中、予定内に完成することができました。子ど
もたちが楽しそうに完成した遊具で遊んでいるその
時のことでした、小さな使い古したクレヨンと紙切
れをもった保育園の子どもが、我々の元にやってき
て、サインがほしいと、言葉は通じませんが身振り
手振りで言ってきました。その姿を感じた時に、人の
ためにすることの大切さと心が浄化されていく感覚
に気づかされました。あの子どもたちの笑顔を思い
出すと心がリセットされてJC運動に取り組む励みと
なっています。また、東日本大震災の発災の際には、
西田先輩が企画立案した「別府あったかプロジェク
ト」に参加させて頂きました。事業説明をさせて頂
きますと、被災された宮城県南三陸町に別府の温泉
を運び、現地の被災した方々に別府温泉に入って頂
こうという事業でした。私が担当したのが現地での
風呂づくりと、温泉をタンクローリーで陸送するため
温度が冷めた場合の温める設備を考え、現地に設置
することでした。現地ではまだライフラインが復旧
する前で、風呂に入れない被災者の方々がたくさん
いました。そして資材を積んだ車で別府を出発しま
した。ダイヤモンドフェリー様のご協力で神戸まで
はフェリーで、それから南三陸町までは陸路で行か
せて頂きました。今でも思い出しますが、現地に
ついた瞬間の津波による凄まじい光景と匂いに胸が
締め付けられる思いが蘇ります。その後、風呂と
タンクの設置を完了し、第一便の温泉が到着しまし
た。そして被災者の方々に入浴して頂きましたが、
皆様が笑顔で入浴されている顔を見るといろいろと
あった問題を解決し、被災地まで来てやって良かった
と強く感じました。この事業にご協力してくださっ
た方々のおかげでこれより数か月間、別府温泉を

（公社）別府青年会議所　第42代理事長 　森　 憲 司 氏



運ぶことができました。大変ありがとうございまし
た。また、私が別府青年会議所創立35周年で委員長を
させて頂いた時には、記念事業部会長として、記念
事業を担当させて頂きました。福岡県糸島市で行わ
れている野外イベントであるサンセットライブは
３日間でアーティスト50組以上が参加し、入場者は
３万人を超えるイベントですごい集客性をもってい
ました。糸島市の風景は別府市によく似ており、こ
ういうイベントが別府でも出来たらいいなと思い、
これを記念事業にしようと決めさせて頂きました。
そしてサンセットライブを始めた方に話を伺いに
行きました。すると元々はレストランでしていたイ
ベントが徐々に人が入れなくなり、野外でするよう
になったということでした。その方は糸島市に対す
る経済効果を認められ、イベントを開催する会場の
ビーチを無料提供されていました。その話を参考に
させて頂き、準備に取り掛かりましたが、予算がまっ
たく足りず、アーティストも決まらない状況が続き、
大変苦労をいたしました。会場は別府国際観光港隣
の、当時新しく完成したビーチで行い、オープニング
イベントとして開催する運びとなりました。その中
別府青年会議所の仲間の絆を知りました。協賛金
集めや当日のステージ設営、アーティストの送迎か
ら雑用までメンバー全員で最後まで取り組んでくれ
ました。結果的に日本各地から約2,000人の来場者に
より開催することが出来ました。創立記念事業と
してメンバー全員がいろんな形で参画して頂けた
ことは、私にとって大きな財産と経験になりました。
この事業にご協力頂きました諸先輩方をはじめ関係
者の方々に対しまして、改めてお礼と感謝を申し上
げます。また2013年には公益社団法人日本青年会議
所本会の領土領海委員会に出向させて頂き、日本
各地に多くの仲間を作らせて頂きながら、領土領海
についての勉強をさせて頂きました。一番の思い出
は私が所属していた委員会で作成した領土領海プロ
グラムが、文部科学省の公式プログラムに認定され
たことでした。この認定を受けることで学校での
プログラムの実施が可能となりました。このプログ
ラムをこの場所でさせて頂きたかったのですが、準
備の都合上、間に合いませんでしたのでまたの機会
に宜しくお願い致します。我々が行う運動は、市民
意識変革団体として、気づきを与え、気づきを頂く
ことだと強く感じました。今後も、必要とされる
別府青年会議所を築き上げていきたいと思います。
　本年度は、年初会員37名でのスタートとなり、
思うように新入会員が増えていない現状が続いてお
り、深刻かつ急務な問題となっております。民主主
義の根底にある「数はちから」というように大きな
波を作るのもすべては「人」です。そして、我々の
運動が地域に根付いたとき、市民の皆様から必要と
される価値が生まれ、我々の存在意義が問われてい
くのだと感じます。また、必要とされる運動を展開
していくことが、会員一人ひとりの企画力、判断力、
行動力を身につけることになり、真のリーダーの
育成に繋がると確信しています。
　本年度のスローガン「ONLY　ONE」～すべては
ひとつのために　ひとつはすべてのために～　を
掲げさせて頂いております。我々のまち別府には
数々のオンリーワンが存在するまちであります。
まずは地域でのオンリーワンが別府青年会議所で
あることが、地域に魅力が伝播して、活気あふれる

まちづくりに繋がると確信しています。そして、各
委員会での担いの中でオンリーワンを見つけ出す事
業を展開して参ります。また、そうすることでこの
まちのすべてと繋がり、飛躍していき、このまちに
生まれてよかったと思えるまちづくり、ひとづくり
を行って参ります。そして、急務の問題である会員
拡大も、別府青年会議所の魅力を対外的に発信しな
がら、前年度から引き継いだ手法をさらに進化させ、
取り組んで参ります。さらに、事業を行っていく中
で、さまざまな経験を積み、真のリーダーの育成は
元より、次代のリーダーをも育成して参ります。
また、本年度は節目でもある第50回大分ブロック大会
が別府青年会議所主幹にて開催されます。県内外よ
り注目を受ける中、別府の元気とおもてなしの笑顔
を九州各地に発信できるような記念すべき大会に
したいと考えております。そして、会員一同が同じ
ベクトルに向うためにも、積極的に花見やスポーツ
交流を行い、仲間のために心を動かすような絆で結
ばれた会員交流をさまざまな手法を使いながら行っ
て参ります。さらに、現在の子供たちは社会環境の
変化や家庭環境の変化などにより家族間の交わりが
希薄化し、またゆとり教育等もあり、自分で考え行動
する子供が減ってきていると共に誰かから指示を
受けないと何もしようとしない他力な無責任主義が
蔓延していると感じます。これは子供たちが大人に
なり、社会に出た際に致命的な人格に繋がってしま
います。自分で考え行動をおこす自立を学ぶ青少年
育成事業を行っていきたいと考えております。また、
我々は中華民国陽明山國際青年商會と大韓民国木浦
青年会議所と姉妹締結を結んでおります。近年では
大韓民国木浦青年会議所との子供たちによるサッ
カーや野球交流が盛んに行われております。本年度
も４月頃に野球大会を木浦の地で開催するよう計画
を進めております。子供たちにはここでしか体験で
きない貴重な経験をして頂ければと考えております。
しかし、事業を行う上での必要な資金もないのが
現状です。諸先輩方に問題解決の教えを賜り、両JC
ともに今後さらに進化した構築型の交流事業を模索
して行きます。そして、別府市は「国際観光温泉文化
都市」を掲げる世界からみても資源豊かな都市であり
ます。別府の財産でもある留学生と連携を図り、既存
財産再開発のまちづくりに繋げ、多方面に発信して
いきます。さらに、私が入会して間もない頃の別府
青年会議所は規律と誇りある別府青年会議所だった
ことを覚えております。あたりまえのことをあたり
まえにすることは難しいですが、再度規律と誇り
ある別府青年会議所へと導いて行きたいと思います。
　最後になりますが、私自身も、この青年会議所運動
を通じて様々な人と出会い、そして貴重な経験を
させて頂き、社会人として貴重な経験を積むことが
できたと感じています。また青年会議所で学んだ
ことを社業にも取り入れさせて頂いております。
私は青年会議所の事業で出来ないことは無いと思っ
ております。出来ないことも努力して出来ることへ
と導いていく勉強をするのも青年会議所だと感じま
す。少ない会員ではありますが、本年度会員50名を
目標に掲げ、あと17名の会員拡大を目指して今年
一年間取り組んで行きたいと思います。何卒、ご子息
やお知り合いの方で意欲のある方がいましたら、
ご紹介頂きたいと思います。
　御清聴ありがとうございました。
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